
はじめに

ビザンツ帝国（330-1453年）において，数多くの年

代記や歴史書が編纂された2）。とりわけ，11世紀から

12世紀のコムネノス朝時代（1081-1185年）は，歴史叙

述がもっとも盛んであった3）。中でも12世紀半ばに書

かれた歴史書『アレクシオス1世伝』（Alexias,全15

巻）4）は，コムネノス朝の創設者アレクシオス1世コム

ネノス（AlexiosIKomnenos,在位年1081-1118，以下

アレクシオス1世と記す）による即位前から在位中の事

績を伝えており，豊富な情報量と多岐にわたる内容から

最も優れた歴史書と評される。加えて，『アレクシオス

1世伝』は，ビザンツ帝国で女性が書いた唯一の歴史書

として注目されてきた。著者はアレクシオス1世の娘ア

ンナ・コムネナ（AnnaKomnene,生没年1083-1153/54，

以下アンナと記す）である。彼女は，内憂外患で疲弊し

ていたビザンツ帝国を立て直した英雄として父を称賛し

ている。

『アレクシオス1世伝』への高い関心だけでなく，波

乱に満ちた生涯から著者アンナにも関心がもたれてきた。

『アレクシオス1世伝』の史料分析，アンナの教養や政

治へのかかわりが研究されたことで，『アレクシオス

1世伝』は単なる父への称賛文ではなく，帝位をめぐっ

て争った実弟ヨハネス2世（IoannesIIKomnenos,在

位年1118-1143，以下ヨハネス2世と記す）5）批判を紛

れ込ませている歴史書と，指摘されるようになった。

アンナは，皇帝アレクシオス1世と皇妃エイレーネー・

ドゥーカイナ（EireneDoukaina,生没年1066頃-1133

頃，以下エイレーネーと記す）の長子としてポルフュラ

（緋紫色）の部屋で誕生した。この部屋は，首都コンス

タンティノープルの皇帝宮殿にあった皇妃専用の産室の

ことで，壁が紫斑岩でできていた，もしくはポルフュラ

色で飾られていたと言われる。その部屋で誕生した皇子

と皇女は「ポルフュロゲネトス（・・・・・・・・・
・
・・・・・・：緋紫

色の産室生まれである者）」と呼ばれ，宮廷で特別な存

在とみなされた 6）。彼女は誕生後すぐ，アレクシオス

1世によって，彼の後継者コンスタンティノス・ドゥー

カス（ConstantinosDoukas,生没年1074頃-1094頃，

以下コンスタンティノスと記す）と婚約させられ，彼と

共に将来の帝位継承者とみなされた。しかし1087年に

弟ヨハネスが誕生し，1092年に彼が後継者に指名され

たことで，コンスタンティノスとアンナの帝位継承権は

無効になる。1094年のコンスタンティノス死後，1097

年にアンナは有力貴族の一人ニケフォロス・ブリュエン

ニオス（NikephorosBryennios,生没年1064もしくは

1080頃-1136/37，以下ニケフォロスと記す）と結婚す

る。その後，アレクシオス1世死亡前の1118年と，ヨ

ハネス2世即位後の1119年に，彼女は夫ニケフォロス

を皇帝にしようと企てる。しかし2件の事件は未遂に終

わり，彼女は宮廷を出て，コンスタンティノープルに母

エイレーネーが創建したケカリトメネ修道院に移る。そ

して修道院で隠遁生活を始めて約30年後の1148年頃か

ら『アレクシオス1世伝』執筆を開始し，1153/54年頃

に亡くなる直前まで執筆を続けた。アンナの生涯は，帝

位を狙ってヨハネス2世に陰謀を起こした前半生と，

『アレクシオス1世伝』を執筆した後半生とに分けるこ

とができる。

筆者は，アンナが『アレクシオス1世伝』でヨハネス

2世批判を試みた，という点に関心をもっている。そこ

で本稿では，『アレクシオス1世伝』にヨハネス2世批

判が込められていたとする研究を中心に整理する。その

際，『アレクシオス1世伝』研究におけるアンナ評価の

変遷を辿るととともに，1996年に発表された著者問題

をみていく。さらに『アレクシオス1世伝』に見出され

る新たな可能性について言及する。

1.『アレクシオス1世伝』研究の回顧

（1）著者アンナ評価の変遷

18世紀にエドワード・ギボンによって書かれた『ロー
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マ帝国衰亡史』では，アンナは教養ある女性であるとみ

なされているが，傲慢で横柄であり，『アレクシオス

1世伝』はその気取った文体で虚栄心に満ちていたと，

否定的に評価されていた7）。しかしながら，ビザンツ史

家によって『アレクシオス1世伝』の史料的価値が評価

されると，アンナの評価も一変する。1927年にシャル

ル・ディールが発表したビザンツ皇妃研究において，ア

ンナに一章が設けられその生涯が紹介される8）。1929年

にイギリスのビザンツ史家ジョージナ・バックラーがア

ンナと『アレクシオス1世伝』に関する初めて包括的な

研究を発表する9）。バックラーの研究は，全15巻から

なる『アレクシオス1世伝』の注釈書としての側面をも

ち，またその著者アンナについて，誕生，結婚，教養，

当時の宮廷について，彼女の自己憐憫，弟ヨハネス2世

への不満などを，詳細に伝えている。いずれの研究も，

アンナは歴史『アレクシオス1世伝』を執筆した高い教

養ある女性として，注目されてきた。

1980年代後半に女性史とジェンダー史がビザンツ史

にも採り入れられるようになると，『アレクシオス1世

伝』に描かれた女性から，11世紀から12世紀にかけて

のアンナを含めたビザンツ皇族女性の立場や役割を読み

取る場として，主に女性研究者によって注目されるよう

になる。リンダ・ガーランドは『アレクシオス1世伝』

を，一人の女性が自身の言葉で男性著述家に挑戦したと

みなし，11世紀から12世紀の社会における女性や女性

の役割に対するビザンツ人の姿勢を明らかにしたと評す

る10）。

『アレクシオス1世伝』には，女性や女性の動きが多

く描かれている。彼女たちはアンナの親族であり，アレ

クシオス1世の即位を助けた。例えば，アンナの父方の

祖母アンナ・ダラセナ（AnnaDalassene，以下ダラセ

ナと記す）は息子アレクシオス1世の即位を助け，また

即位後にアレクシオス1世が遠征で不在時には，行政

を預かる。アンナの母方の祖母ブルガリアのマリア

（MariaofBulgaria）は，自身の娘でアンナの母エイ

レーネーの夫アレクシオス1世の即位を支援した。アラ

ニアのマリア（MariaofAlania）は，息子でアンナの

婚約者コンスタンティノスの継承権を守るために，アレ

クシオス1世の即位を助ける。さらにエイレーネーは娘

アンナとその夫ニケフォロスが，ヨハネス2世に代わっ

て帝位に就くことを支持した。これら女性たちを描いた

叙述から，当時の皇族女性たちの多くが寡婦として自身

の子どもの政治上の権利を守る立場から政治にかかわっ

ていたと，みなされた。

アンナが政治に関わる女性の姿を詳細に描き出したこ

とについて，研究者はアンナ自身政治に参加することを

試みるも挫折したことに関連付ける。アンナによる挫折

とは，1118年と1119年に実弟ヨハネス2世の帝位を狙っ

てクーデターを起こすも未遂に終わったことであった。

しかしアンナは『アレクシオス1世伝』において，クー

デターについて何も語っていない11）。マーガレット・

マレットやバーバラ・ヒルは夫を皇帝にするという帝位

継承の媒体になれなかったアンナの憤りを読み取る12）。

さらにヒルは，それらの叙述がアンナ自身の政治参加を

正当化するものであったと指摘する13）。さらに，ヒルは

フェミニズムの視点から，アンナがフェミニストであっ

たかどうかという問いを立てて分析を試みている14）。以

上のように，『アレクシオス1世伝』の女性に関する叙

述から，アンナによるヨハネス2世への個人的な感情を

読み取ろうとする。

近年，女性史家ジュディス・ヘリンは，ビザンツ史の

概説としてはアンナに初めて一章を割いた15）。レオノー

ラ・ネヴィルは，ヨハネス2世に対するクーデターを注

目する際，アンナに注目しすぎる傾向を批判する16）。ま

たネヴィルは，アンナが自身の不運を嘆く記事を『アレ

クシオス1世伝』から取り上げ，古代ギリシアの悲劇の

枠組みからアンナの嘆きをとらえている17）。また，ペネ

ロペ・バックレーによって『アレクシオス1世伝』の研

究書が刊行された18）。バックレーは，バックラーがこ

の書を歴史書として位置付けるのに対し，文学作品とし

て位置付けている。

（2）『アレクシオス1世伝』の著者問題

『アレクシオス1世伝』とアンナに関心がもたれてか

ら，その著者がアンナであることに，疑義が呈されるこ

とはなかった。しかし1996年にジェームズ・ハワード＝

ジョンストンによって，『アレクシオス1世伝』の本当

の著者はアンナの夫ニケフォロスであり，アンナはニケ

フォロスの原稿を使って編集作業を行なったにすぎない，

との説が発表された19）。

ここで『アレクシオス1世伝』が執筆された背景を述

べる。『アレクシオス1世伝』は，当初，アンナの母エ

イレーネーによる依頼により，アンナの夫ニケフォロス

が書くことになっていた。しかしニケフォロスは1137

年頃，アレクシオス1世即位前まで書きあげ未完のまま

亡くなったので 20），アンナがアレクシオス1世の事績

を『アレクシオス1世伝』として書いた。

「アンナ・コムネナはニケフォロス・ブリュエンニオ

スの草稿を編集したに過ぎない」というハワード＝ジョ

ンストン説に，国内外から反論が起こった。海外では

2000年に論文集 21）が刊行され，多方面からハワード＝

ジョンストン説に批判が試みられた。論文集の執筆者の

一人ヒルは，ハワード＝ジョンストンの「女性であるア

ンナに詳細な軍事事項を描くことができなかった」とい

う点に反論する22）。国内では井上浩一氏が，ハワード＝

ジョンストンがその存在を推定する，ニケフォロスの草
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稿いわゆる『原アレクシオス1世伝』の存在に疑問を投

げかける23）。ネヴィルは，ヒル同様，ハワード＝ジョン

ストンの「アンナが軍事の経験に関する情報を入手でき

たかどうか」と言う点に反論する24）。彼女の反論はヒル

と異なり，ニケフォロスの描く軍事や戦闘場面は戦場で

の経験よりむしろ古典に描かれた戦争場面を読んで得た

情報であるという。そしてアンナもまたニケフォロスと

同様の手段を使っており，テキストに描かれた戦争を男

性も女性も読むことができたと，彼女は解釈する。その

ことから，アンナに軍事の経験がないことは，彼女が，

ニケフォロスによってすでに書かれていた戦いと包囲攻

撃の叙述を必ずしもあてにしていなかったであろう，と

指摘している。筆者もまた，アンナが編集したのみとは

考えていない。彼女は自分自身のことを頻繁に描いてお

り，それらの叙述からアンナ自身の考えが読み取れるか

らである。現在ではアンナが『アレクシオス1世伝』の

著者であることに落ち着いている。

2.批判書としての『アレクシオス1世
伝』

『アレクシオス1世伝』は，アレクシオス1世の称賛

文といわれており，それについては否定されるものでは

ない。それだけではなく，ヨハネス2世とマヌエル1世

（ManuelI,在位年1143-1185，以下マヌエル1世と記

す）の治世を批判しているとも言われる。全 15巻の

『アレクシオス1世伝』の中で，直接彼らの名前を挙げ

なくとも，彼らを批判していると指摘される個所が2つ

ある。それが14巻3章9節と14巻7章6節である。

14巻3章9節は，アレクシオス1世がトルコ人との

戦いで和平を結び平和をもたらしたにもかかわらず，

「彼の後継者たち」がアレクシオス1世のもたらした平

和をだめにしてしまったと，伝える記事である。またポー

ル・スティーブンソン，ポール・マグダリーノとネヴィル

は，アンナが1147年から1148年のマヌエル1世による

対第二回十字軍政策の不手際を批判していると言い25），

またティンネフェルトは，アンナがヨハネス2世の統治

に対する不満を表していると言う26）。さらにスティー

ブンソンは，マヌエル1世による対第二回十字軍政策の

不手際を指しているとみなしたことから，『アレクシオ

ス1世伝』が書かれたのは1148年頃と推定する27）。

14巻7章6節は，アンナが1119年のヨハネス2世へ

の陰謀に失敗後の修道院の生活において，アンナは，他

の人と会ったり話したりすることを「時の権力者たち」

によって許されていなかったと語る記事である28）。アン

ナがヨハネス2世とマヌエル1世による自らの扱いに不

満を述べているが，修道院での彼女の生活は，彼女が言

うほどに孤独な生活ではなかった29）。

しかしながら，上述した史料からだけではなく，次に

述べる十字軍に関する記事や，アンナによる執筆手法が

検討され，マヌエル1世批判であるとする研究者とヨハ

ネス2世批判であるとする研究者に分かれるようになっ

た。

（1）マヌエル1世批判

『アレクシオス1世伝』はその内容の大部分が戦争に

関する記事であり，とりわけ11世紀末に始まった第一

回十字軍に対するアレクシオス1世の対応に多くを割い

ている。トマスはアンナによる第一回十字軍に関する記

事から，現皇帝マヌエル1世の政策との比較とみる30）。

マグダリーノは，『アレクシオス1世伝』が12世紀のコ

ンスタンティノープルで書かれたという背景からマヌエ

ル1世の政策に対する批判とみる31）。

スティーブンソンは，アンナの「あらゆる人々が今の

支配者にお世辞を言うが，しかし故人を称えるものはい

なかった。」という『アレクシオス1世伝』14巻7章の

記事から，甥マヌエル1世の時代に，マヌエル1世に対

するお世辞の中で自身の父アレクシオス1世が軽んじら

れていたことをアンナは示唆している，と述べる32）。ヘ

リンもスティーブンソンと同様の見解を示し，彼女は，

アンナの描く『アレクシオス1世伝』が，12世紀半ば

の宮廷修辞家たちがマヌエル1世の皇帝としての姿や軍

人としての武勇を称えて創り上げた政治的なプロパガン

ダに対抗するものとして描かれたと述べる33）。ネヴィル

は，アンナの夫ニケフォロスが著作『歴史の素材』の中

で，ニケフォロスと同名の祖父ニケフォロス・ブリュエ

ンニオスを称えており，ネヴィルは『歴史の素材』に隠

されたアレクシオス1世批判を読み取る。ニケフォロス

による隠された批判という手法を，アンナは『アレクシ

オス1世伝』の中でマヌエル1世に対して行なっている

と論じている。アンナによるアレクシオス1世の描き方

は，夫ニケフォロスの描くアレクシオス像に逆らって描

いたものであり，彼女の著作は夫の著作への反駁である

ととらえている34）。

（2）ヨハネス2世批判

バックラーは，『アレクシオス1世伝』からアンナの

皇妃になれなかった不運への嘆きを読み取っているが，

しかしヨハネス2世については，彼の容姿を語る際に悪

意が見いだせるも，彼が洗礼を受け共治帝の冠を授けら

れたと語るアンナから悪意は読み取れないとする35）。マ

グダリーノも，『アレクシオス1世伝』に描かれるヨハ

ネス2世共治帝戴冠の様子や彼の誕生場面から，アンナ

によるヨハネス2世批判は読み取れないとし，むしろ対

外政策から批判を読み取る36）。
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井上氏は，アンナによるヨハネス2世への反発を，原

史料を自分の言葉で統一せずにそのまま引用するという

ビザンツ帝国の歴史書の伝統から逸脱したアンナによる

『アレクシオス1世伝』の編集作業から見出す。アレク

シオス1世が母ダラセナに行政の実権を委託した金印文

書をそのまま引用することで，女性も政治に参加できる

ことを，また1107年のアレクシオス1世によるアンティ

オキア征服時に結ばれたディアボリス条約を引用するこ

とで，1137年のヨハネス2世によるアンティオキア征

服は父の二番煎じであることを，アンナは著作の中で言

いたかった，と井上氏は述べる37）。さらに井上氏は，ア

レクシオス1世の十字軍政策を詳しく述べることで，ヨ

ハネス2世とその息子マヌエル1世の十字軍に対する態

度を批判したと，指摘する38）。

筆者は，11世紀から12世紀ビザンツの皇族女性の立

場に関する見解に依拠して，ダラセナ，ブルガリアのマ

リア，アラニアのマリアら3人の皇族女性がかかわった

政治的な動きと，同時代史料から読み取ったヨハネス

2世への陰謀を企てたアンナの行動と『アレクシオス

1世伝』に描かれたアンナによるヨハネス2世の叙述と

を比較して，アンナの独自性を浮き彫りにした。彼女の

独自性は，他の皇族女性が母親として行動を起こしたの

に対して，アンナは，皇妃専用の緋紫色の産室で生まれ

た皇子と皇女を指し宮廷で特別な存在とみなされた「ポ

ルフュロゲネトス」であることにアイデンティティを見

出して自分のために行動した点にある。そのことから

『アレクシオス1世伝』を，アンナが「ポルフュロゲネ

トス」に彼女自身のアイデンティティを見出してヨハネ

ス2世への不満を表した，と述べた39）。

草生久嗣氏は，『アレクシオス1世伝』のアレクシオ

ス1世によるペチェネーグ人との戦争に関する叙述に着

目する。アンナが，ヨハネス2世による1122年のペチェ

ネーグ戦争の勝利とその勝利の祝祭を意識し，アレクシ

オス1世がペチェネーグ人との戦争に決着をつけたとい

う印象を与える描き方をしたと指摘する40）。

対外政策の点からヨハネス2世批判を読み取ることに

ついては首肯できる。しかし筆者は，アンナが「ポルフュ

ロゲネトス」を道具として，またバックラーやマグダリー

ノがヨハネス2世批判を読み取れないとしたヨハネス

2世戴冠記事と誕生場面から，より強いヨハネス2世批

判をアレクシオス1世の事績の中に紛れ込ませたと論じ

た41）。

「ポルフュロゲネトス」は，ビザンツ帝国において，

陰謀が絶え間なかった宮廷で皇帝が自身の権力を補強す

る手段であり，帝位継承にかかわる概念であった。ジル

ベール・ダグロンはコムネノス朝期を，「ポルフュロゲ

ネトス」の尊厳があらゆる人々と，それを誇示できるす

べての人々によって高らかに主張された時代と位置付け，

そのような時代の中でアンナは『アレクシオス1世伝』

に，ポルフュラ生まれであることとポルフュラの部屋に

ついて描いた，と指摘している42）。その流れを受けてヴ

ラダ・スタンコビッチは，コムネノス家の時代に「ポル

フュロゲネトス」の使われ方が変化したと指摘し43），

またヨハネス2世が「ポルフュロゲネトス」であること

を強調し，自身の帝位を脅かす身内に対抗していたとい

う44）。しかし，アンナが著作内で「ポルフュロゲネト

ス」を使っていたことが，ダグロンの言うような風潮を

生じさせたともいえる。アンナが自身のアイデンティティ

を「ポルフュロゲネトス」であることに求めていること

を，井上氏，ヘリン，筆者は指摘する45）。アンナは，同

じく「ポルフュロゲネトス」であるヨハネス2世と張り

合い，同時に彼を批判する手段としていた。アンナがとっ

た手段とは，『アレクシオス 1世伝』の中で，自身が

「ポルフュロゲネトス」であることを繰り返し述べ，ア

レクシオス1世とヨハネス2世によって帝位から遠ざけ

られたコムネノス家以外の「ポルフュロゲネトス」であ

る，アンナの婚約者コンスタンティノス，ニケフォロス・

ディオゲネス，そしてアンナ自身を好意的に描くことに

あったと考える46）。

おわりに

本稿では，アンナへの評価の変遷を辿り，『アレクシ

オス1世伝』にヨハネス2世批判が込められていたとす

る研究を中心に考察してきた。アンナについては，否定

的な評価から『アレクシオス1世伝』を書いた高度な教

養をもつ女性という評価に変わった。そして女性の政治

上の役割という視点から，アンナのヨハネス2世へのクー

デターへのかかわりに注目された。アンナが著者である

ことに疑義が呈されるも現在は落ち着く。『アレクシオ

ス1世伝』から，ヨハネス2世に帝位をめぐる争いで敗

れたアンナの不満が読み取られてきた。『アレクシオス

1世伝』が12世紀半ばに書かれたと推定されることか

ら，マヌエル1世とヨハネス2世の政策を意識して書か

れたとして読み取られた。しかし筆者は，『アレクシオ

ス1世伝』には，より強いヨハネス2世批判が含まれて

おり，アンナはその道具として「ポルフュロゲネトス」

を用いたと考えた。アンナはクーデターを起こすことで

ヨハネス2世批判を試みるも失敗した後，アレクシオス

1世の事績への称賛を隠れ蓑に，ヨハネス2世批判を試

みたのではないかと考える。

今後の可能性として，すでに研究がされているペチェ

ネーグ戦争や十字軍以外に，ヨハネス2世の事績を意識

して，アレクシオス1世の事績を描いたと考えられる部

分がある47）。アンナはマヌエル1世の治世初めの約10
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年，1143年から1153/54年に執筆していたので，マヌ

エル1世を意識していたであろう。しかし，彼女は軟禁

状態にあったとはいえ，ヨハネス2世の治世1118年か

ら1143年を全て見聞きすることができた。またヨハネ

ス2世に対する不満や批判は『アレクシオス1世伝』か

ら読み取ることができる。そのことから，『アレクシオ

ス1世伝』はマヌエル1世よりもヨハネス2世の治世を

反映して書かれていたのではないか。『アレクシオス

1世伝』に描かれた事件とアンナの一見個人的にみえる

感情を精査することで，また彼女によるバイアスを意識

した上で，アレクシオス1世とマヌエル1世にはさまれ

て，ややすれば陰も薄くなりがちなヨハネス2世時代を

再検討するための素材にもなりうると思われる48）。それ

については稿を改めたい。
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